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　　Astock　scparation 　study 　on 　ayu 　Pte‘’oAriossus 　at“ivetis　captured 　fr〔）m 　the　Ioki　alld　the　Monobe 　rivers 　was 　con −

ducted　 using 　the　 otolith 　Sr／Ca　concentration 　ra 亡io　lnethod ．　Discrimination　among 　amphidromus ，　hatchery−cul −

tured　and 　landlocked　popula しions　was 　possible　l）y　colnparing 　with 　chart 　patterns　during　early 　life　stage ，　because
the 　rearing 　salinity 　of 　hatchery −cultured 且sh 　is　intermediate 　betwccn　those　of 　alnph 重dr（，mus 　and 　landlocl｛ed 　popu−

Iations．圦「hen 　stock 　separati 〔m 　IvEls 　carried 　outby 　both　otoli 匸h　Sr〆Ca　ratio 　and 　nlark −releasing 　with 　85　individuals，
disagreement　between 　them 　occurredfor （）nly 　9．　individuals，It　is　indicated　that　s亡ock 　separation 　by　the　nletllod 　of

otolith 　Sr〆Ca　ratio 　is　as 　effセct［ve 　as　the　conventional 　mark −releasing 　method ，

キ
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ワ
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ド ：ア ユ ，由来判別 ，月石 ．ス トロ ン チ ウ ム ， カ ル シ ウ ム 比，慓識 放流，高知 県

　 ア コ 、Pgecogtossus　attivelis は ，わ が 国を 代表 す る 有用

な 両側回 遊魚 で あ る 。 孵化仔魚 は川 の 流れ と と もに 海に

降 り沿岸海域 で仔稚魚期 を過 ご した 後，春 にな り海 と川

の 水 温差 が な くな る 頃，再 び 河 川 に遡 ヒす る。一
方，琵

琶 湖 に は
一

生 を淡 水 で 過 ご す 陸 封 型 の ア ユ ，い わ ゆ る琵

琶湖産ア ユ が存在 す る。琵琶湖産ア ユ と両 側回 遊型ア ユ

は 遺 伝 的 に分 化 し た地 理 的 集 団
1：1で あ る が ，琵 琶 湖 産 ア

ユ は 主 に遊 漁 目的 で全 国 各地 に放 流 され て い る、

　海産系の 人工 種苗 や 天 然種苗の 移植放流 も 各地 で 行わ

れ て い る が，こ れ ら の 放流事業の 日的 は 主 に 天 然遡 上 ア

ユ の 資源回復 で ある。そ の ため ，各河川 に お け る犬 然遡

上 ア ユ の 資源量 の 把 握 は資源 回復 を 日的 とした 河 川 放 流

事 業 に 貴重 な情報 を もた らす こ とに な る。従来，天 然 遡

上 ア ユ の 資源量 を 推定 す る 手段 と して ，遡 上期や 遡下期

に お け る仔稚魚の 捕獲調査 が行 われ て きた ． た だ し，こ

の 方法は 調査方法や 調査時期 に 法的 な制約が 多い うえ，

多大 な労力 を要す る。そ の 他 の 方法 として は 琵琶湖産ア

ユ や 海産 系を 含む 人工 放流種苗 と天 然遡上 ア ユ の 混獲率

調 査 が 考 え られ るが，こ の 方 法 は琵 琶 湖 産 ア ユ や 人 ⊥放

流 種 菌の 識 別 が 前 提 で あ る こ とか ら，アユ の 由来を 正 確

に 判別 す る技術開発が 望ま れ る。こ の よ うな 背景を 反映

し，耳 石 の 微 細 構 造
2：1や 鱗 椙

ダ
と い っ た 年 齢 形質 に 加

え ，体 表 の カ ロ テ ノ イ ド組 成
4）に よ っ て 琵 琶湖産 ア ユ と

両 側回 遊型ア ユ を 個体 ン ベ ル で 判別 す る 方法 が 検 討 され

て い る。ま た，ア イ ソザ イム や ミ トコ ン ドリ ァ DNA な

どの 遺伝 マ ーカ ー
−8’1 を用 い て 海産 系 と琵 琶 湖 産 ア ユ の

混 獲率 が 推 定 され て い る。

　近年，耳 石 中の カ ル ンウ ム に 対す る ス ト卩 ン チ ウ ム 濃

度比 〔以 下 Sr！Ca 比 〕 か ら，通 し回 遊 魚 の 回 遊 履 歴 を

推 定 す る技 術 が 急 速 に発 展 しつ つ あ る。9
−12 ／’耳 石 中の カ

＊ Tel ： 81−824−24−79・14．　 Fax ： 81−824 −22−7059 ．　 Elnai1 ： umino ＠hiroshima−u ．ac ．jp
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ル シ ウ ム 含量 は生息塩分濃度 に 関 係 な くほ ぼ
一

定 で あ

る。一
方，ス トロ ン チ ウム 含量 は 海 に 生 息 した 場 合 で 高

く，淡水巾で は激減 す る た め で あ る 。 ア ユ 131iに お い て

も琵琶湖産ア ユ お よび 人工 海水 で 飼育 した ア コ ．の 耳 石

Sr，
’Ca 比が 殆 ど変化 しな い の に対 し，大 然 遡 上 ア ユ で は

沿 岸域 か ら 河川 へ の ［ril遊履歴 を反 映 し Sr〆Ca 比 が 変化

す る、t こ の こ と か ら 耳 石 Sr／Ca 比 か ら天 然 遡 上 ア ユ と

放流種苗が個体 レベ Jレで 判 別 で きる可 能 性 が小 唆 され て

い る。1／t）

　高知 県の 太 平洋側に 河 口 を 有 す る伊 尾木 川，物部川 は

天然遡士 ア ユ も豊 富で ，こ れ ま で遺伝 マ ーカーに よ る ア

ユ の 混獲率が 推定 され て ぎた 評
1
ま た，両 河 川 で は琵琶

湖産ア ユ も し くは 人 工 海産 ア コ ．の 標 識 放 流 も実施 さ れ て

い る。そ こ で 本 研 究 で は 耳 石 Sr／Ca 比 に よ り，実際 に

高知 県伊尾 木 川 お ．kび 物部川 で採集 した ア ユ を個体 レベ

ル で 天 然 遡 上 ア ユ と琵 琶湖産ア ユ お よび 人⊥ 海産 ア ユ に

判 別 す る こ とを 冖的 と した。さ らに，そ の 有効 性 を標 識

放 流 を併 用 し検 討 した。

試料お よ び方法

伊 尾 木川 （1998 年お よ び 1999 年） 伊尾木川は ，高

知 県東部 に 位 置 し，太
’F洋 に 流 入 す る河 川で あ る CFig．

1）、、ユ998年 お よび 1999 年 の 伊 尾 木 川 に お け る放流種

苗 は 人工 海産種苗 〔以下人工 海産）お よび 高知 県産天 然

海産種 苗 〔以下高知 県産）で ．同河 川 で は両 年 と も琵 琶

湖産 ア ユ （以 下湖産 1 の 放流 は実 施 さ れ て い な い ：：Ta −

ble　1）。

　 1998年の 伊尾木 ダ ム 〔河 口 よ り 13　km ） 下 流 に お け

る放流堪数の 内訳 は，人 工 海産 が 3 月 14H に 42 千尾 ，

3 月 18H に 35T ・
尾 の 計 77千 尾 ，高 知 県産 が 4 月 17

ヒ1に 75 千 尾 ，4 月 22 日 に 2 千 尾 の 計 77
．
r尾 で あ る。

人 工 海産 の うち 3 月 18 日 に 放 流 さ れ た 35 千 尾 が 脂 鰭

切除 に よ り標識 さ れ て い た 〔Tal〕le　D 、、また，1999 年

の 伊尾木へ の 放流実績 は ．人工 海産 が 3ki　22 日 に 43
．
τ
・
尾，3 月 25 日 に 28千尾 ，3刀 30 「「に 16f 尾 の 言

．1．

87千尾，高知県 産 が 4月 4H に 88T ・
尾 ，5 月 28 日 に

79 千尾 の 計 167千尾 で あ る ｛．Table　1）、、こ の うち 3月

25 口に 放 流 され た 人 ⊥ 海産 28 千尾は 脂鰭切除 に よ り標

識 さ れ て い た 。な お ，1998 年 お よ び 1999 年 に 放流 さ

れ た 人 ⊥ 海産ア コ 、は 睇 高知 県内水面種 苗セ ソ タ
ー

で ，

10月 中旬頃 孵化 し，12 月 の 下 句頃 まで 塩 分濃 度 18〜

20 　psu （水温 16〜18 ．9℃，’1，・均 17 ．5℃ ）で 飼育 さ れ た

45N

40N

35N

30N

130E

Fig．　L 　Map 　showing 　sampling 　locations　of 　t｝、e　Ioki　River　and 亡hc　Nlonobe　River．
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Releasing　dateTable

　1．　 Outline　of　stock 　enhancement 　of 　ayu ≡±t　the　loki　River　and 　the　Mollobe 　River

　　　　　　　　　　Origin　　　　　　　　　　　Type　of　iin−clippilig 　　　　　　　　Releasing　number

Ioki　R ．

　 　 1998 　 March　14

　 　 　 　 　 March 　18

　 　 　 　 　 April　17

　 　 　 　 　 April　22

　 　 1999　　March　22

　 　 　 　 　 0vlarch　25
　 　 　 　 　 March　30

　 　 　 　 　 April　4

　 　 　 　 　 May 　28

Monobe　R．

　 　 1999　 April　4

　 　 　 　 　 Apr日12

　 　 　 　 　 April　13

　 　 　 　 　 May 　24

　 　 　 　 　 June　ll
　 　 　 　 　 July　18

Hatchery　cultured
　 　 　 〃

AmphidrOmc）uslI

　 　 　 〃

Hatchery　cul 仁ured

　 　 　 〃

　 　 　 ケ

Amphidromo しLS1 ：

　 　 　 〃

Hatchery　cultured

Land 且ockcd

Amphidromous1〕

Landlocked

IIatchery　Cultured

　 　 　 〃

　 NonAdiposc
　fin

　 Non
　 　 ケ

　 NonAdiPose

且n

　 Non
　 　 〃

　 　 ケ

Adipose 　hll

　 Nor／

　　〃
　　〃
　　〃
　　〃

42，00035

，00075

，0002

，〔）OO43

，00028

っ0016

，00088

、00079

，00〔｝

84，000
・t1，eoO83

，eOO5

，00080

，0001

，000
L／ ALnphidr 〔，m 〔｝us 　fish　were じapturcd 　alDng 　thc　coastal　areas 〔♪f　Kochi　Prefecture、
ど1Amphidromous 自sh 　were 　transplとulted 　fr〔，m 　Kag 【〕shima 　Prcfectu1℃ ．

Tab蓋e　2．　 Presulned　origin　using 　mark ．releasing 　and 　otolith 　Sr〆Ca 　ratio 　c）f　ayu 　cap 亡ured 　frc）m 　the ［oki　River　and 　the　Mollobe　River

、，1，、，、。g 、、，e 　 　
By

　
ma 「k−「eleasingii ’

．−

　　　　　　　　　　　　　　　 Presur】1cd 〔，rigin ：t

Ic）ki　River　Qn 　Aug．251998

Ioki　River　o ］1　Mav 　201999

Monebe　River　on 　May 　18，／999

Monobe　River　on 　May 　25，1999

Monobe　River　on 　Aug，2，1998

Fil1しypesL，
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i

LorPL
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　 N
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　 N

　　
B
γ

QtQlith
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LN

N

　 HC 　 　 　　 10

AD 　or 　HC 　　　 6

ADorHC 　　　13

　 HC 　 　 　　 　l

AD 　or 　LL 　　　21

　 HCAD

　or 　LL

／

9

　

2

ADorHCorLL 　 4

ABAABCABCA AD 　 　 g

HC 　 　 7

AD 　 　 l3

AD 　 　 13

HC 　 　 3LL

　 　 6

AD 　 　 l4

11C　 　 2LL

　　 l・1
AD 　 　 4

つ」
0

3

30

1M
そコrk −releasing 　wit ］1　adip 〔，se 且n 　cu ヒting．

t’lN
： nDrmal ，　PL ： pardy 　Eacking，　L ：lacking，

311C
：11atchery．cultured，　AD ：ampllidrolnous 　Ullch

↓
1Refer

　tけ Fi9．2．

』
］1g　transp］antat．ed　a1 ｝hjdromous，，［」、；lalldlockcd．

後，1 月 中 旬か ら下 句に か け て 淡 水 順 化 され て い た u ま

た ，高知 県産 は 高知 県沿 岸で tUtfLi採 捕 し，高知 県 内水 而

漁業連 合絅含西部 種 苗 供給 セ ン ターで 中 闘 育成 され た
．
天

然 海産 種 苗 で あ る。

　耳 有 元 素 分 析 に 供 し た ア ユ は ，1998 年 が 8 月 25 日

に伊 尾 木 川 の 芸陽漁業協同 絹．合か ら入 手 した 凍結試料

16 尾 で ，脂鰭 が 欠損 し た 個体 と止 常 な 個体 が 同数 に な

る よ うに 作為的 に 冷凍 庫 よ り選 定 した もの で あ る。こ れ

らの 試 料 は 遊魚者 に よ り釣獲さ れ た もの で ある が ，捕獲

口 時 は 不 明で あ る 。 ま た，1999 年 の 試 料 は 5 月 20 口

に 伊
．
尾 木川 有 ノ木橋 H流 で 友 釣 りに よ り 釣 獲 した 13尾

で あ る （Table　2〕U

　 物 部 川 （1999 年 ） 物 部 川 は，高 知 県 南 国市 内 を貫 流

し 太平 洋 に 流 人 す る河 111で ，物 “1｛J11と伊
．
尾 木川 の 河 Li問

の 直線 距 離 は 23km で あ る CFig．　D 。1998 年 お よ び

1999 年 の 物部川杉 田 ダム 〔河 口 よ り 12　km ） よ リ ド流

に おけ る放流種苗 は，人⊥ 海産．鹿児鳥県産 の 天 然 海産

種 苗 （以 下 鹿児 島産 ） な らび に湖 産 で あ る （Tablc　1）。

　 11．d河 川 の 杉 田 ダ ム よ り 下 流 へ の 1999 年 の 放流実績

は ，人工 海産 が 4月 4 日 に 84千 尾，6月 11 日 に 80 千

尾 ，7 月 18 日 に 1千 尾 の 計 166千 尾，鹿 児 島 産 が 4 月

17 日に 83 千尾，湖産が 4 ∫］12 凵 に 41千 尾，5 月 24

N 工工
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日 に 5 イ 尾 の 言i．46 千尾て ち一．〕た 、、：放流 され た 人 ［．海 1垂

166 千 尾 の 内，4 月 4 口 に放流 ltれ た 85 千尾に 脂酵 切

除に よ る 標 哉力 実 施 され て い た 〔Table　1）。」：お，同 1囗1

川 に 放 流 さ れ た 人コーσ珪産 の 履歴 はf尹尾 木 川 に お け
．
る 放 所L

種 薗と同様で，湖匠 1 ユ は1 巴 湖 産ア ユ を高 ／11Vi安芸郡

東 IT町 野 根 の 民 間 養殖 施
．．
赱 〔河 口 よ り 2km 上 流） て 伏

流 水 （飼 育 水 温 15．5− 19℃ ） を用 い ，4 ウ
．
月 1トd養成 した

もの で あ る。よた，鹿児 島直は 鹿児 島県 天 降川 の 河 Il5

〜10km て 捕獲 され，数 日間の 畜 養後，放流 寸 した もの

天 あ る。耳 イ1元累か析に 供 した ア ユ は 杉 出 ダ ム よ り下流

の 横瀬て 内獲 され た ア ユ で ，1999イ1．5 月 18 日が 22 尾，

5Jl25 カ 30 尾 ，8 月 2 日 が 4 尾て あ る （Table　2）。

　脂鰭 の 形 状 と 耳 石 Sr1Ca 比　本研究 は ，ア ユ の 由来

判 別 の た め 耳 石 　Sr！Ca 比 t’よ ぴ 脂鰭の 糟 臨叛 を 用 い ，

両 者の 聞 で 盲検定 を 行 っ た 、，供試魚の 耳 石 摘出時 に 全

長，体重 を 』十測 し，噛鰭の 形状を eA
’Pt「　L．た。脂賠 の 形状

は，⊥L吊，鰭の ・tl ；か 欠損，も し くは 鮮の
⊥ て ノ 欠 損の

三 段 階
『
しrrF 価 した、t

　 月
．
石 〔肝 1石 ） は ア ル コ

ー
ル 中 て 付倡 物　元 4．に 除 丿

し，耳 石 の 凸山 か 上 にな る 雪：うに 樹 脂 に 包坦 後，耳 石 の

怯 力 蕗出 す る まて 凸 l！rlう・1

研 磨機 （Stnlers　S5629 ） と

耐 7k 研 磨紙 （＃220・一＃2000） を 用 い て 月
．
イrl1T’L ま 天 研 麿

し，最 終 的 に 1μm の ダ イ
ー’
L
”
モ ン ドペ ース トて 研 屠 而 を

鏡 面 仕 上 げ した。表 面 に カーボ ン 張 着 f 施 した 試料 は 波

長 分 散型 霞 子 線マ イ 7n ア ナ ラ イザ ー （JCMA −73：S　TI，

日本 電 了，⊥A ドEPMA ） 分 析 に 供 し，発 1−］に 伴 う 耳石

上 の カル シ ウム と ス トロ ン F ウ ム の 1馴 殴 変化 を 凋 べ た 。

線分 析は 耳 石 中’L 〃
・ら後部 縁 辺 ノ丿向 の 直 線 」で 行 い ，ま

た ，一
習の 個 什に つ い て 耳 石 釧 磨面 全体 の 両 兀 壱の 農臣

分布 を以 る た め に 而 分析を 行一た。な 45 ，線 分 忻、丿よび

面 分析条flは 前 ずk1Zに 従い ，カ ル ン ウ ム に 刈 す る ス ト

ロ ノ f ウ ム の 撮産比 を 103倍 し表 卩己した も
．
）を Sr　 Ca

比 と し た 。耳石 日 周 輪裁の ；「
．
測 は 顕 微缶

」
画 像を デ ジタ ル

カ メ ラ で パ ー
ソ ナ ’レコ ン ピ ュー

タ
ー

に 取 り 込 み ，線 JJ 析

とぽ ぼ 同 ・
の 直線 』の H 周 輪数 を 言1測 し，Sr，／Ca ／Lの 変

動 と 日 周輪数を 照 凵 した“

結果お よ び考察

　伊 尾 木 川産 ア ユ の 脂鰭 と チ ャ
ートパ ター

ン 　伊尾木川

て捕獲 され た ア ユ の 脂 鰭 の 形 状 〔標 餓 壯 〕，及 び そ れ  

よ り拍走 され る ア ユ の 由来 を Table　2 に 示 す。1998 年

8 ）J25　H の ア ユ 16 個 体て は 脂鰭 の
一一

部 も ［、くは 全体 丿

欠 損 し た 個 休 〃

“
10 個 体 認 め られ た 。1998 年 と 1999年

の 伊 尾 本 て は 湖産 の 放流 は な く，高 知 県 座 と人⊥ tUltが
放流 さ れ て い た （Table　1）。そ の う ら 人⊥ th．　lfiの 一

部 」

標 或放 流 され て い た こ とか ［
’
，鰭 の 欠 損 し た 個 体は 人⊥

雌 産 で ，止 常 な鮮 宀 も つ 個 体 は 天 然 ア ユ （1
「
け lr県lti，覽

児 島 県蹄 と大 然遡上 ご 含む ） も し くは 無標 識 の 人
一
1
．
海産

855

に 判別さ れ る こ とに な る （Table　2〕。ま た，1999 ゴ1．の

5 月 20 凵 4）ア ユ で は ，脂鰭 が 欠 損 し た 個 体は、忍の られ

な か っ た 。した カ っ て ，鰭 の 形 状 か ら 由来を 判断 す れ

は ，こ れ ら の 們休 は 天 然 も L く は 無 杪 識 の 人T 海阿 とな

る　（Tab］e　2）。

　伊 尾 木川 庄 ア ユ の 典 型 的 な Sr の 而 ノ♪析 結 果 と Sr1Ca

⊥Lの チ ャ
ー

トハ i −・ノ を Fig，2 の A お 、kび B に 示 す 。

1998 イ「．お よび 1999 年 の 1所 ロ∫川 の ア コ ．の チ
．
ヤ
ートは．

耳石 巾心 付
．
近 の Sr〆Ca 比 とそ の 臭動パ メ

ー
ン 1 ．よ り．

tt

種類 に 大別さ れ た。例 え 1よ ，Fig，2A て は，耳石 中 心 か

ら 500μ m 前後 まで Sr！Ca 比 か 平均 で 8〜10前後
・
推

移 し た 後，比 は緩 や か に 減少 し，耳石 縁 辺 部 kて 3〜4

1il∫後 を推移 した （パ タ
ー

ン A ）。こ れ に xJ し て ，　 Fig．2B

は，耳石 中心 か ら約 300μ m 前後 ま で 1均で 6〜7前後

を推移 し た 後，比 の 減少 力 Il忍め られ た （パ ヌ
ー

ン B ）。

耳石中心 力　、 250 μm まで の Sr！Ca 比の ．’1∠均値 が 8、0 以

卜
t．の もの を パ タ

ー一
ン A ，7，5 以 ドの もの を パ タ

ー一
ン B と

して ，捕獲 1切 の パ タ
ー

ン類 型 を Table　2に 1 した、、

　物部 川 産 ア ユ の 脂鰭 と チ ャ
ートパ ター

ン　 1999 年 5

月 と 8 月 に 初部 川 て 捕獲 され た ア ユ の 脂鰭 の 形 状 （標

識 痕 ） と個 外数 乞 Table　2 に 示 す。56 個 体 中，脂鮮 の

一・
音匡も し くは全 休 が 欠 損 して い た の は，5 月 に 釘獲 され

た 2 個 体 で あ っ た。1999 年 の 物部 川 は，鹿児島産 ，人

工 海 産 お よび 湖 産 の 放 流 力 k施 され て お り，こ の プ 標

識放流は 4 月 に 放流 さ れ た 人 1 海吐 で あ一
っ た （Table

1）。 また，6 月 まて は 人⊥ 〜毎痔 の 無標識放流は 1∫才 れ て

い な い の で ，5 月に 糟識痕 を もつ 2 個体は鮮 の 形状力　，

す れ は 人 T 海産 と推定 で きt．“ 。そ の 他，5月に 止 「舌な 鰭

を 持 つ個 体 は 天 列 も し くは 湖 産 ア ユ と推定 で き よ う

（Table　2）。8 月 の ア ユ は 4 個 体全て 力 正 常 な 鰭 を 有 し

て い た。6 月 と 7 月 に 人 1侮 吐 の 無 坪載放 IJrLが 災施 され

て い た こ とか ） （Table　1），8 月 の ア ユ で 丁F学 よ鰭 i 持

つ 個 体 は，天 然 ア ユ ，無 標 戯 の 人丁 海産，湖 産 の い ず れ

カ に該 当す る こ とに 」：る （Tablc　2）。

　 1999 イ1度 に 物部 川 で 釣獲 され た ア ユ の 耳 石 Sr／
’Ca 比

の チ ャ
ートパ タ

ー
ン は，伊尾木川吐ア ユ で 認め 1．れ た よ

・
）に，耳 石 中心 か り 5｛〕0μ m 前後 ま で Sピ Ca 比が 平均天

8〜10 ノ ’示 す 個 体 （パ タ
ー

ン A ）　と，Ib 心 か 」〕約 300

μm 前後 、ズ ぐ 6〜7 前 後 を 示 す 個 体 （パ タ
ー一一

ン B ） に 加

え て ，耳 石 中心 付近 か L 縁 辺 部 に か け て の SrfCa比 の

大 きな 変動 の よ い 個 体 が 認 よ）b れ た （Fig．2C）。こ の よ

うな SrfCa 比 の F　・t・　一トパ タ
ー

ン 、f パ ／ 一・
ン C と し，

捕獲 口 飯の パ タ
ー

ン 煩 型 を Table　2 に 示 した 。

　耳 石 Sr1Ca 比 に よ る 由来判別　高 知 県 伊 尾 木 川 お よ

」 物
1

区川 の ア ユ の 耳石 Sr／Ca 比 の 升 ヤ
ー一

トは，耳 石 中

心 付
．
近 の SrfCa 比 力 8・− 10 を 小 した 後 ，約 400 μm 前

後 て Sr／
’
Ca ⊥

．
ヒカ 減 少 す る A パ タ

ー
ン 」一，耳石 中’Ui 近

の Sr／Ca 比 が 6〜7 前 後を 示 した後 ，約 300 μ m 前後 て

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Fig．2．　X−ray 　inヒensity 　maps 　of　Sr　and 　line．analysls （，f　Sr　Ca　c エmcenLration 　ratio （llユultipiied 　by　le3）from　c 〔，re 　to　edge 　along 　trans．

　 verse 　secti （m エ）f　sagiLLal 　otolith 　of 　ayu 　Plecoglossus　ultivclis 　fmm 　Lhe 王oki　River　and 亡he　Menobc　River．　Transect　lines　on　each

　 the　intensity　mnps 　showing しhe　position　of　the　linc−analysis ．Thl．ee 　t｝
・
pical　chart 　patterns　A ，　B 　and 　C 　are　derived　from　amphidro ．

　 mous （Qr　transPlanted　arnphidromous ）、hatchery．cu1亡urcd ，　and 且andlocke ．d，　respectively ．

Sr〆Ca 比 が 減 少 す る B パ タ
ー一

ン ，耳 石 中 心 f寸近 か ら 縁

辺 部 に か け て の Sr／Ca 比 の 大 きな 変動 が 認 め ら れ な い

C パ タ
ー

ン に 大 別 され た。Ohtake 　and 　Uchida13／
に ．ltれ

ば 信 濃 川 産天 然 遡 上 ア ユ は ，中心 か ら 約 400 μm ま で

Sr！Ca 比 が 8− 10 前後 を 推移 し た 後，緩 や か に 減 少 す

る の に 対 し，湖 産 ア ユ は．耳 石 中 心 か ら縁 辺 部 ま で の

Sr〆Ca 比 に 大 き な 変 動 が 認 め ら れ ず，2〜3 前後 を 推移

す る と い う。し た が って 高知 県産 ア ユ の 耳 石 Sr’℃ a 比

の チ ャ
ー一

ト パ タ
ー

ン よ り 由 来 判 別 をす れ ば ，A パ タ
ー．

ン は 大然遡上 も し く は鹿児島産，C パ タ
ー．

ン は湖 産 と断

定 で きる。

　
．・
方 ，ア ユ 耳 石 中 の Sr！Ca 比 と環境水中の 塩分濃度

との 関 係に つ い て の 報告例 は な い が，ス ズ キ ，9川 ウ ナ

ギ，／／1
チ チ ブ T’“ な ど の 通 し 回 遊魚 に お い て 耳 石 中 の Srl

Ca 比 と環境 水 中 の 塩 分濃度 に 正 の 柑 関 関 係 が存在 す る

こ とが報 告 さ れ て い る。した が っ て ，本 研 究は 耳石 中心

付 近 の SrfCa 比 が 6〜7前後 を 推 移 す る B パ タ
ー

ン の 個

体は ，発 育 初 期 に 天 然海 水 よ り低 い 塩 分 濃度 で 飼育 さ れ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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て い た 可 能性 丿 高 い。事実　伊尾木川 お よ び 物部川 に 放

流 され た 人 i海 tt ア ユ は 孵化後 か
1．）希釈 海水 （18〜20

psu） て 飼育 さ れ て い た こ とか ら，　 B ハ ／一一ン を示 す 個

体 よ人工 海産 アユ の 可 能性 か高 い こ とにな る。そ の 他，

B ハ メ
ー

ン を示 した 個体が 人工 海産ア ユ と断定て き る論

拠 は，チ ャ
…

卜解読 1こ よ る 半海水か ら 淡水 へ の 馴致期間

に あ る。す な わ ち ，B パ タ
ー

ン を 示 しノ 個 外 の チ ャ
ー

ト

パ タ
ー

ン と耳 tr上 の 日周 輪数 を照 合す れ は，淡 水馴 致 期

間 は 平均 ／00 ± 3．6 日 瞬 一7〕 と な り ，実 際 に 10 月 中

句 頃 孵化 し た 人工 海産 ア ユ カ 1 月 中旬 か ら下 旬に　 ！

て 淡水順イヒされて い た 事実 と
一

致す る。

　 以 一ヒ，高知県伊尾木川 と物部川の ア ユ て は，Fig．2 に

’

1 ナ三 つ の チ ャ
ー

トパ タ
ー

ン が 確認 さ れ た か，耳石 Sr〆

Ca 比 か ら由来判別 す れ ば，　 A パ ク
ー・

ン 匸 示 した 個 体 を

天 然 遡上 （鹿児島産 も含 む ），B パ タ
ー

ン 」 人 工 海産，
C パ タ

ー一
ン か 湖産 と し て，判定結果 を Table　2 、こ ま とめ

た。

　 標 識 痕 と 耳 石 Sr1Ca 比 に よ る 由来判別 の 比較　伊 尾

木 川 オ よび物 部 川 て 捕獲 され た ア ユ の 由 米、∫標職 痕 と耳

Ti　Sr！Ca 比 、こ 、U 〕推定 し た結果，な らび に 両 推 定 結 果

の 合 致 の ・臼無 を Table　2 に 示 す。まず．1998年 度お よ

び 199．　9 年度 に伊尾木川 で 捕獲 され た ア コ ）由来を 耳 石

Sr／Ca 比 よ り推 定 す れ は，湖産は 認め ）れ ず，い ずれ ⇔

個体 も天 然 ア ユ も し くは 人 T．ta産 と断定て きる。放流実

績 か
臼
丿 す れば 同河 川 ，湖 産 ア ユ の 放流は 行わ れ て い な い

こ と；ワ リ結果1 矛盾 まな い 。しか し，標職痕力 ら 推 定 さ

れ た ア ユ の 由 来 と比 較 し た 1
二こ ろ ，調査 し た 29個 体

中．推定結果力　
・
致 しな か 一た 個 体 は 1998 年度 丿3 個

体 で あ t．た （Table　2）。こ れ
“
3 個 体は脂鰭 に 欠損 ア丿 認

め ら れ，こ れ fJ標識痕 と す れ ば，こ れ らの 7 ユ は人工 海

産 と推定 さ れ る ，v ，耳石 Sr〆Ca 比 の チ ーr 一トペ ノ
ー

ン

の 解析て は 天然ア ユ と推定 され た、、

　耳石 Sr〆Ca 比 は 通 し回 遊魚 の 回 遊 履 歴 を解読す る 有

効 な手段 で あ る ゲ，そ の
一

方 で，同
一

の 環境下 で 飼育 さ

れ た サ ツ キ マ ス の 耳石 Sr　Ca 比 に カ な りの 個 体 差 n あ

る な どの 問題 も提起 さ れ て い る。［2
上 述 した よ う「　両

者の 判定結果 に 矛盾 ガ 生 じ た か ，鰭 の 標 識 痕 に よる 判 定

結 果 を 信 頼 す るな ば T9 石 Sr，’Ca 比 a ）個 休 洋 に よ る

天 然 ア ユ お よ び 人工 海 産 の 誤 認 な レ
丿考 え られ る 。

一・

方 ，耳a
’
　Sr　／’　Ca 比 に よ る判定結果を信頼 ≠ ∂ ま 、 は

本 来 ，枦 餓 さ れ て い ’よい 天 然 ア ユ に 脂鮮の 欠規 ノ 生 じて

い た こ とに なる。こ の 易 合，天 然ア ユ の 脂鰭に 欠 損が 4
した 原 因 は 不 明 であ るカ ，捕 獲 時 へ 凍結保存中に 生 じた

人 為的 損 傷 脂鰭 の 発達不 良 も し くは 奇形 ，鹿児島県産

べ 高知県産の 天然 種 苗 な ら ば海面採捕時 へ 輸送 時 に 生 じ

た 損傷 ／ 堕 ハ 考 え　 れ る、t

　「司様 の 判定 の 対比 を 1999 年 の 物 部 川 産 ア ユ で お こ な

一た 場 合 ，56 個 体中 7個体 〔 矛 fi．s 生 じた （Table　2〕、
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al ず ，5 月 18 凵 と 5 月 25 日に釣獲 され た もの の う　 2

個 体は 脂鰭 に 欠損 か 認め られ た こ とか ら標識放流 され た

人 工 海産 とみ な せ ろ 」」 ，耳　tti　Sr℃ a 比 か ら推定 す れは

湖 産 とな る。湖 産 の 耳石 Sr〆Ca 比 は ・
生 を 通 じて 大き

1よ変動 力 な い た
t

），4 石 SrfCa比 に よ る 判別 の 信頼度

it高 い 、、し た う ・ て ，こ れ レ・ 2 個体 は 湖産 とみ な して

問題 な
／

v・7 う。本 来、標識，丿 施 さ れ て い な い 湖産 に 脂 鰭

の 欠損 力認 の られ た 原囚 とし て ，輸送時の ハ ン ドリ ン グ

に よる 損傷もし くは 奇形な
レ

考 元 り れ る。また，5 月

18H と 5 月 25 日 の 5 個体は 正常 な脂鮮 を有 して い た こ

とか ら，大然 ア ユ もし くは 湖産 とみ ょ せ ln　lv ，耳 イISr
Ca 比 か ら推定 す れ ば 人工 海産 とな る。耳 石 Sr〆Ca 比 を

信 頼す る’よ　ttは 標識
「

ス へ漁Z の 再牛，標識痕 を信 頼 す る

な り 耳石 Sr〆Ca 比 の 個 体差 に よ る誤 認 な ど力 矛盾 の 原

因 とな ろ う。

　以 上，高知 県伊尾木川お よ び 物部 川 て捕獲 され た ア ユ

85 個 外 に つ い て ，そ の 由来判 別 を 耳 石 Sr〆Ca 比 ド ！tび

脂鰭標識を 用い て 行 　た 結果，両 者 の問 で 矛盾 b生 じた

の は全体の わ ず か 11％ て あ っ た c，こ の 結果は 耳・HS ピ

Ca比 に よ る ア ユ の 由来判別 、1 従 来 の 標識方法 と同等 に

有効で ある こ と を示唆 す る もの で あ る。
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